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Web への常時接続が当たり前になり，あらゆる情報をネットワークから入手できる時代を迎えつつある．そのよ

うな情報化時代にあって，研究者が公開しているデータベースはそれほど多くない．さらに，公開にこぎつけて

も利活用の進まないデータベースや，予算減あるいは管理者不在により公開停止を余儀なくされたデータベース

は枚挙にいとまがない．本稿では，それら背景にある問題を整理するとともに，研究者が発信する学術情報の流

通促進を目指した京都大学地域研究統合情報センター（以下では地域研）の取り組みについて述べる． 
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Even in the information age we can get everything from the Web, contributions to 
information distribution on the Web by databases build by academic researchers are 
much limited. Furthermore, some of the databases have not been used so much, and some 
of other databases were compelled to stop their services due to budget decrease and/or 
manager absence. This paper considers the background of these problems, and explains 
the trials by CIAS (Center for Integrated Area Studies, Kyoto University) to facilitate the 
distribution of academic information. 
１．まえがき 

Web への常時接続が当たり前になり，あらゆ

る情報をネットワークから入手できる時代を迎

えつつある．そのような情報化時代にあって，研

究者が公開しているデータベースはそれほど多

くない．さらに，公開にこぎつけても利活用の進

まないデータベースや，予算減あるいは管理者不

在により公開停止を余儀なくされたデータベー

スは枚挙にいとまがない．本稿では，それら背景

にある問題を整理するとともに，研究者が発信す

る学術情報の流通促進を目指した京都大学地域

研究統合情報センター（以下、地域研）の取り組

みについて述べる． 

２．研究者が発信する学術情報の特徴 
多様な学術情報が，アーカイブ・図書館・博物

館・機関レポジトリなどからインターネット上に

公開されているが，その特性は相互に異なってい

る（表 1）． 
アーカイブは記録資料の保存を意味し，日本で

は公記録保管所・公文書館・記録保存館など訳さ

れることが多い．ここから推察されるように，ア

ーカイブでは個人・組織・団体などに関する記録

資料が主たる対象となる．記録資料の特徴は，文

書に加えて地図・写真・動画などの多様なメディ

アが含まれていること，原資料をそのまま保存す

る必要があること，出所ごとに総体として整理す

ること，資料構造・来歴・関連資料などについて

の詳細な記述が重要などである． 
図書館は一般的に書籍を対象とし，博物館はモ

ノを対象としているので，両者のメタデータは異

なっている．またアーカイブは資料を総体的に扱

うのに対して，図書館・博物館は一点ごとが単位

となっているので，アーカイブと図書館・博物館

のメタデータも異なっている． 
大学などでは機関リポジトリ（repository）と

呼ばれる情報サービスが普及しつつある．機関リ

ポジトリとは，大学などの研究機関の知的生産物

をデジタル的に集積・保存・公開する仕掛けであ

る．研究成果を自主的に保存・公開すること，灰

色文献（出版されないものや失われやすい資料）

の保存・公開を目指す点に特徴がある．素朴な意

味ではアーカイブであるが，機関リポジトリのメ

タデータはアーカイブというよりも図書館に近

いものとなっている． 
このようにアーカイブ・図書館・博物館・機関

リポジトリのメタデータ構造は相互に異なって

いるものの，一般（公衆）を対象としていること，

公開性が高いこと，作業を組織的に行っているこ

と，資料整理やデータベース構築の方針が一貫し

ていること，標準メタデータに準拠していること，
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データベースの永続性が高いこと，システムおよ

び応用プログラムの変更頻度が低いことなど，共

通点も多い．一方で，検索方法が限定されており

研究目的には使いにくい点も共通している． 
アーカイブ・図書館・博物館・機関リポジトリ

に加え，大学・研究機関などの研究者が公開して

いるデータベース（以下，研究者 DB）も学術情

報発信の重要な一翼を担っている．しかし，その

様相は図書館などとはかなり異なっている．研究

者 DB の特徴は，紙資料・画像・動画・音声・テ

キスト・数値データなど多様な研究素材を対象と

している点にある．標準メタデータの整備が進ん

でいない素材も多く，また研究者の多くがメタデ

ータへの関心が薄いため，メタデータはデータベ

ースごとにバラバラである．研究目的に応じてデ

ータベース・検索手順・ユーザインタフェースを

設計しているので，汎用性や公開性は低い．その

ため，他の研究者にはアクセスできなかったり使

い勝手の悪かったりする事例も多い．研究の進展

によっては，メタデータ構造やデータベース設計

の方針を変更する場合もある．さらに，予算不足

のために資料収集やシステム運用を中止するな

ど，永続性が低いという問題も抱えている． 
学術データベースというと，これまでは図書館

などが議論の中心であったように思われる．しか

し研究者 DB は貴重な一次資料を扱っているの

で，それらの離散・消滅を防ぐ意味でも，安定的

に利用でき，研究にも資するデータベースのあり

方を考慮すべきであると考える．3 章では，研究

者 DB の公開・利活用を支援する情報ツールの研

究開発事例として，地域研の My データベースに

ついて述べる．  
一方，アーカイブ・図書館・博物館・機関リポ

ジトリ・研究者 DB がインターネット上で公開さ

れるようになると，史資料をデジタル化して保

存・公開を行うものとして，十把一絡げにデジタ

ルアーカイブと呼ばれるようになった．インター

ネットを新しいメディア空間と考えれば，図書館

や研究者 DB といった旧来の区別を議論するの

ではなく，研究資料をインターネットメディア空

間でどのように統合していくかに研究の重点を

移すべきである．その試みとして，4 章では地域

研の資源共有化システムについて述べる．最後に，

次世代共有化システムを目指し，オントロジーに

着目した情報システムの試みについて考察する． 

３．My データベース 
研究資料の公開にはデータベースシステムが

必要であるが，その構築は情報学系以外の研究者

にとって敷居が高い．またデジタル化・システム

構築・管理にかかる経費も決して安くない．その

ため，資料のデジタル化とメタデータ作成までに

はこぎつけたものの、データベース公開に至らな

い研究資料はかなりの数に上るものと推察され

る．またデータベース公開を実現しても，予算不

足やシステム管理者の不在などの理由で公開停

止に至った事例も枚挙にいとまがない．さらに研

究目的や進捗状況に応じて，データ構造・検索手

順・インタフェースなどを頻繁に変更・拡張する

事例も多い．以上より，研究者 DB は以下の要件

を満たす必要がある． 
① メタデータの定義や修正が容易であること 
② データベースシステムに関する知識がなく

ともデータベースを構築できること 
③ GUI やユーザアプリケーションの構築・修

正・拡張を低コストで実現できること 
④ システム管理が不要かつコスト負担が低い

こと  
このような条件を満たす研究者 DB を目指し，

地域研では My データベースと称するデータベ

ース構築支援ツールを開発している[1]．My デー

タベースは，メタデータ登録と検索画面設定の機

能だけを研究者に提供する．システム管理や運用

などは地域研の責任において実施するので，研究

 

表 1 図書館等と研究者によるデータベースの相違 
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者は各自のメタデータだけに関心を払えばよい．

なお初期の My データベースには，GUI の不具

合や使いにくい箇所があり，さらにセキュリティ

上の問題もあったため，試行運用の状態が続いて

いた．これらの改良を進めた結果，今年度より一

般サービスが可能となった． 

3.1 My データベースの構築手順 

My データベースで利用可能なメタデータ形式

は，CSV・TSV・XML の 3 種類である．フィー

ルド名あるいはエレメント名の付け方や，それら

の出現順などについての制限はないので，独自の

メタデータを自由に定義できる．My データベー

スの構築手順は以下のように簡単である． 
① ユーザ登録：My データベースの登録を管理

者に依頼すると，利用者 ID およびパスワー

ドが発行される．同時に一定サイズの作業領

域が My データベース内に確保される．利用

者は与えられたサイズ内でメタデータおよ

びコンテンツデータの登録を行う．より多く

の作業領域が必要な場合は，別途申請する． 
② データファイル作成：スプレッドシートやエ

ディタソフトを利用してメタデータファイ

ルを作成する．CSV テーブルの例を表 2 に

示す．これは地名辞書データの一部である．

ここでテーブルの 1 行目はヘッダ行，2 行目

は英語によるヘッダ行である．この例では，

No フィールドがキーとなっている． 

③ メタデータ登録：My データベースの登録画

面からメタデータファイルを登録する（図

1）．登録したメタデータの修正はレコード単

位あるいはファイル単位で行う．データ追加

についても，レコード単位あるいは差分ファ

イル単位で可能である． 
④ データ属性の設定：My データベースでは，

検索や検索結果表示の対象とするデータ項

目を属性パラメータにより設定する．例えば

図 2 において PRIME と設定された「延喜式

社名」は，検索対象かつ検索結果詳細表示画

面へのリンクとなる．また BASIC と設定さ

れたデータ項目は，検索対象・検索結果一

覧・検索結果詳細表示用となる．通常の検索

 

表２ データサンプル（式内社） 
 桶谷猪久夫氏（大阪国際大学教授）作成データを改変 

 

図 2 データ属性の設定画面例 

 

図１ メタデータ登録画面例 

データベースの永続性が高いこと，システムおよ

び応用プログラムの変更頻度が低いことなど，共

通点も多い．一方で，検索方法が限定されており

研究目的には使いにくい点も共通している． 
アーカイブ・図書館・博物館・機関リポジトリ

に加え，大学・研究機関などの研究者が公開して

いるデータベース（以下，研究者 DB）も学術情

報発信の重要な一翼を担っている．しかし，その

様相は図書館などとはかなり異なっている．研究

者 DB の特徴は，紙資料・画像・動画・音声・テ

キスト・数値データなど多様な研究素材を対象と

している点にある．標準メタデータの整備が進ん

でいない素材も多く，また研究者の多くがメタデ

ータへの関心が薄いため，メタデータはデータベ

ースごとにバラバラである．研究目的に応じてデ

ータベース・検索手順・ユーザインタフェースを

設計しているので，汎用性や公開性は低い．その

ため，他の研究者にはアクセスできなかったり使

い勝手の悪かったりする事例も多い．研究の進展

によっては，メタデータ構造やデータベース設計

の方針を変更する場合もある．さらに，予算不足

のために資料収集やシステム運用を中止するな

ど，永続性が低いという問題も抱えている． 
学術データベースというと，これまでは図書館

などが議論の中心であったように思われる．しか

し研究者 DB は貴重な一次資料を扱っているの

で，それらの離散・消滅を防ぐ意味でも，安定的

に利用でき，研究にも資するデータベースのあり

方を考慮すべきであると考える．3 章では，研究

者 DB の公開・利活用を支援する情報ツールの研

究開発事例として，地域研の My データベースに

ついて述べる．  
一方，アーカイブ・図書館・博物館・機関リポ

ジトリ・研究者 DB がインターネット上で公開さ

れるようになると，史資料をデジタル化して保

存・公開を行うものとして，十把一絡げにデジタ

ルアーカイブと呼ばれるようになった．インター

ネットを新しいメディア空間と考えれば，図書館

や研究者 DB といった旧来の区別を議論するの

ではなく，研究資料をインターネットメディア空

間でどのように統合していくかに研究の重点を

移すべきである．その試みとして，4 章では地域

研の資源共有化システムについて述べる．最後に，

次世代共有化システムを目指し，オントロジーに

着目した情報システムの試みについて考察する． 

３．My データベース 
研究資料の公開にはデータベースシステムが

必要であるが，その構築は情報学系以外の研究者

にとって敷居が高い．またデジタル化・システム

構築・管理にかかる経費も決して安くない．その

ため，資料のデジタル化とメタデータ作成までに

はこぎつけたものの、データベース公開に至らな

い研究資料はかなりの数に上るものと推察され

る．またデータベース公開を実現しても，予算不

足やシステム管理者の不在などの理由で公開停

止に至った事例も枚挙にいとまがない．さらに研

究目的や進捗状況に応じて，データ構造・検索手

順・インタフェースなどを頻繁に変更・拡張する

事例も多い．以上より，研究者 DB は以下の要件

を満たす必要がある． 
① メタデータの定義や修正が容易であること 
② データベースシステムに関する知識がなく

ともデータベースを構築できること 
③ GUI やユーザアプリケーションの構築・修

正・拡張を低コストで実現できること 
④ システム管理が不要かつコスト負担が低い

こと  
このような条件を満たす研究者 DB を目指し，

地域研では My データベースと称するデータベ

ース構築支援ツールを開発している[1]．My デー

タベースは，メタデータ登録と検索画面設定の機

能だけを研究者に提供する．システム管理や運用

などは地域研の責任において実施するので，研究
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語彙の入力にはテキストボックスを利用す

る．しかし，国名・年号・少数の主題語など

のように語彙数が限定されている場合は，チ

ェックボックス・プルダウン・リストボック

スなどの方が便利である．My データベース

では，このような入力方法の変更もデータ属

性で行う．例えば「式内社国名」の属性は

「input_type=listbox」と設定されている．こ

れにより，メタデータ登録時に「式内社国名」

の内容から語彙リストを生成し，検索画面に

リストボックスとして表示する（図 3）． 

⑤ 画面設定：My データベースを構成する各画

面のレイアウトはほぼ固定されているが，あ

る程度の変更は可能である．検索画面を構成

するヘッダ領域，データベース領域，フッタ

領域などの配置・背景色・画像などは管理画

面により変更可能である．同様に，カテゴリ

検索・簡略表示・詳細表示画面などの変更も

可能である． 
⑥ 公開設定：データベースの公開基準を設定す

る．公開基準は，特権利用者・利用者グルー

プ・一般利用者に区別されている．IP アド

レスによるアクセス制限も設定できる．  
 My データベースの構築に必要な時間はデー

タ量と設定の詳細さに依存する．メタデータファ

イルが完備しており，データ量が少なく，デフォ

ルト設定でよければ，データベースの構築から公

開まで数分程度である． 
My データベースの検索画面例を図 3 に示す．

この例では「式内社国名」をリストボックスに設

定している．さらに，表 2 のデータベースのよう

に時空間データが含まれている場合，My データ

ベースでは地図あるいは時間スライダを利用し

た検索も可能である（図 4）． 

3.2 My データベースの応用プログラム 

研究者DBの応用プログラムに対する要求は研

究者ごとに異なり，変更・拡張などの頻度も高い．

一方，サーバ管理者の側では人員や予算不足など

により，個別の要求に十分に答えることができな

い．これが学術情報システムの利活用を考えてい

る研究者の不満となっている．この問題を解決す

るために，地域研では以下の方針を設定した． 
① 地域研の情報システムはレポジトリ機能と

共有機能に限定する． 
② データベース構築および応用プログラム開

発は各研究者に任せ，地域研はそのための支

援環境を提供する． 
 

データベース構築の支援環境は，これまで述べ

た My データベースである．My データベースの

応用プログラムを構築する支援環境として，地域

研ではデータベースの所在を示す URI（Uniform 
Resource Identifier）と My データベースの検索仕

様である API（Application Programming Interface）
を公開している．API の特徴は以下の通りである． 
① 従来の SOAP[2]による Webサービスは実装

がやや面倒であるため，My データベースで

は HTTP の GET を利用した REST 的[3]な
Web サービスを提供している． 

② REST 的な Web サービスでは，サーバ・ク

ライアント間の検索・返戻手順は CGI や

Servlet と同じであり，応用プログラム作成

における通信部分はかなり簡素化される． 
③ 返戻形式として XML と JSON[4]を用意し

ているので，返戻データの変換などには様々

なツールの利用が可能である．そのため，信

頼性の高い応用プログラムを効率的に作成

することができる． 
 

My データベースの API では，検索式として

Context Query Language（CQL）[5]を採用してい

る．CQL は SRU（Search/Retrieve via URL）およ
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び SRW（Search Retrieve Web services） [6]で利用

される検索式である．SRU が検索要求に REST
を用いるのに対して SRW では SOAP を用いる点

が異なっている．SRU の検索式は  
Request URL:: Base URL?Request Part 
Request Part:: Parameter=value[&Parameter=value]*  
と定義されている．例えば検索式が  
http://Some_URI?operation=searchRetrieve&version=1.2& 
query=(c2=“宇太水分神社”)&recordSchema=original 
 
の場合，Base URL は「http://Some_URI」に相

当する．My データベースでは，Base URL を利

用して，各データベースの所在に加えて返戻形式

（XML，JSON など）の設定も行う．「?」の後

ろが Request Part である．さらに Request Part
のうち「query=」の部分が CQL による検索式で

ある．検索式中の「c2」はデータ項目名を指示す

る My データベース独自の方法であり，この例で

は表 2 の「延喜式社名」を指示している．一般的

なデータベースシステムでは，データ項目名の中

で空白を使うことを許さない．しかし，Microsoft 
Excelなどでデータテーブルを作成する研究者の

多くが，データ項目名の中で空白を使っている．

初期の My データベースではデータ項目名の修

正を依頼していたが，別の誤りを招く事例も多か

ったため，最新の My データベースでは，このよ

うな対応を採用している． 
CQL は簡潔かつ直感的な検索式であり，読み

やすくプログラム処理も容易で，そのまま Web
ブラウザに入力すれば動作確認も可能である．例

えば，上記の検索式を入力で表示すると（ただし

Base URI を正しく設定し、検索語の「宇太水分

神社」を URL エンコードし、返戻形式を Simple 
JASON とすると），以下のような返戻を得る． 
 
{"numberOfRecords":"1", 
"recordData"{ 
"original":{ 

"c1":"20000207", 
"c2":"宇太水分神社", 
"c3":"宇太水分神社上宮", 
"c4":"34.35361111", 
"c5":"135.8730556", 
"c6":"大和", 
"c7":"宇陀郡", 
"c8":"奈良県宇陀市（菟田野町）古市場***} }, 

"itemset":{ 
"c1":"No", 
"c2":"延喜式社名", 
"c3":"比定社名", 
"c4":"緯度", 
"c5":"経度", 
"c6":"式内社国名", 
"c7":"式内社郡名", 
"c8":"比定住所１"} 

}  

これは「延喜式社名」が「宇太水分神社」のデー
タを検索した返戻で，「original」の部分は返戻
データの本体，「itemset」の部分はデータ項目
名のリストである．このような形式のデータは加
工が容易であり，研究目的に適した GUI の作成
や他のデータベースと連携したマッシュアップ
の構築などは，容易かつ低コストで実現できる． 

3.3 My データベースの応用例 

MyデータベースとAPIの応用例を図 5に示す． 

学術出版物には多数の図表などが収録されてい

るが，掲載できる数には限界がある．また地図の

場合，対象地域の全体地図を載せると詳細部分を

見ることができず，反対に詳細地図を載せれば全

体を把握するのが困難となる． 
このような問題を解決する手段として，QR コ

ードを介して紙面と My データベースをリンク

する新しい学術出版物の開発を，京都大学学術出

版会と共同で試みている[7]．地図などに付与さ

れている QR コードを，読者がスマートフォンな

どの端末で読み込むと，そのデータは京都大学学

術出版会のサーバに転送される．サーバでは API
を利用して My データベースを検索し，必要な静

止画などを取り出して，読者の端末に返送する．

これにより，書籍では困難であった地図などのズ

ームイン・ズームアウト，関連画像へのリンクな

どが可能となった。 
これまでに，布野修司（著）「グリッド都市」

（2013 年 2 月）と，小島敬裕（著）「国境と仏教

実践」（2014 年 2 月）を京都大学学術出版会と連

携して実現している．後者では，踊りなどのカッ

ト写真から，その動画データへのリンクを実現し

ている． 

４．資源共有化システム 
My データベースで構築されたデータベースは

研究者の個人的な努力の結晶であるため，図書館

などにおいて業務として構築されているデータ

ベースに比べると，規模は小さくコレクションと

 

図 5 API を利用した My データベースの応用例 

語彙の入力にはテキストボックスを利用す

る．しかし，国名・年号・少数の主題語など

のように語彙数が限定されている場合は，チ

ェックボックス・プルダウン・リストボック

スなどの方が便利である．My データベース

では，このような入力方法の変更もデータ属

性で行う．例えば「式内社国名」の属性は

「input_type=listbox」と設定されている．こ

れにより，メタデータ登録時に「式内社国名」

の内容から語彙リストを生成し，検索画面に

リストボックスとして表示する（図 3）． 

⑤ 画面設定：My データベースを構成する各画

面のレイアウトはほぼ固定されているが，あ

る程度の変更は可能である．検索画面を構成

するヘッダ領域，データベース領域，フッタ

領域などの配置・背景色・画像などは管理画

面により変更可能である．同様に，カテゴリ

検索・簡略表示・詳細表示画面などの変更も

可能である． 
⑥ 公開設定：データベースの公開基準を設定す

る．公開基準は，特権利用者・利用者グルー

プ・一般利用者に区別されている．IP アド

レスによるアクセス制限も設定できる．  
 My データベースの構築に必要な時間はデー

タ量と設定の詳細さに依存する．メタデータファ

イルが完備しており，データ量が少なく，デフォ

ルト設定でよければ，データベースの構築から公

開まで数分程度である． 
My データベースの検索画面例を図 3 に示す．

この例では「式内社国名」をリストボックスに設

定している．さらに，表 2 のデータベースのよう

に時空間データが含まれている場合，My データ

ベースでは地図あるいは時間スライダを利用し

た検索も可能である（図 4）． 

3.2 My データベースの応用プログラム 

研究者DBの応用プログラムに対する要求は研

究者ごとに異なり，変更・拡張などの頻度も高い．

一方，サーバ管理者の側では人員や予算不足など

により，個別の要求に十分に答えることができな

い．これが学術情報システムの利活用を考えてい

る研究者の不満となっている．この問題を解決す

るために，地域研では以下の方針を設定した． 
① 地域研の情報システムはレポジトリ機能と

共有機能に限定する． 
② データベース構築および応用プログラム開

発は各研究者に任せ，地域研はそのための支

援環境を提供する． 
 

データベース構築の支援環境は，これまで述べ

た My データベースである．My データベースの

応用プログラムを構築する支援環境として，地域

研ではデータベースの所在を示す URI（Uniform 
Resource Identifier）と My データベースの検索仕

様である API（Application Programming Interface）
を公開している．API の特徴は以下の通りである． 
① 従来の SOAP[2]による Webサービスは実装

がやや面倒であるため，My データベースで

は HTTP の GET を利用した REST 的[3]な
Web サービスを提供している． 

② REST 的な Web サービスでは，サーバ・ク

ライアント間の検索・返戻手順は CGI や

Servlet と同じであり，応用プログラム作成

における通信部分はかなり簡素化される． 
③ 返戻形式として XML と JSON[4]を用意し

ているので，返戻データの変換などには様々

なツールの利用が可能である．そのため，信

頼性の高い応用プログラムを効率的に作成

することができる． 
 

My データベースの API では，検索式として

Context Query Language（CQL）[5]を採用してい

る．CQL は SRU（Search/Retrieve via URL）およ
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しても完結していないことが多い（表 1）．コレ

クションとして完結させるためには，複数のデー

タベースを連携する必要がある．また研究の過程

において複数のデータベースを利用する場合も

多いので，データベース連携ができれば便利であ

る．インターネット上のデータベースを連携させ

る機能を，本稿では共有化と呼ぶ． 
共有化を実現するためには，各データベースの

メタデータが単一であることが望ましい．例えば

OPAC（Online Public Access Catalog）では，

この方法を採用している．しかし，メタデータの

強制は研究の独自性や発展を阻害する要因とな

る．そもそも，多様な研究領域を包摂する人文科

学において単一のメタデータを定義すること自

体が不可能である．そのため My データベースで

は特定のメタデータを強制していない． 

4.1 資源共有化システムの構造 

 My データベースで構築されたメタデータの異

なるデータベースを共有するために，地域研では

資源共有化システム[8]を開発している．資源共

有化システムの構造を図 6 に示す． 
資源共有化システムでは，各メタデータから独

立した共有化メタデータを定義し，各データベー

スのメタデータと共有化メタデータのデータ項

目間には対応関係を設定する．これをマッピング

規則と呼んでいる．資源共有化システムから各デ

ータベースへの検索には，標準検索プロトコルで

ある Z39.50 または SRW を利用する．資源共有

化システムのサーバには，データベースごとのマ

ッピング規則，データベースの URI，検索プロト

コルなどの情報が登録されている．これを共有化

情報と呼んでいる． 
資源共有化システムに与えられた検索命令は，

各データベースのマッピング規則に基づいて変

換され，指定された検索プロトコルに従って，指

定された URI に送付される．この方法により，

資源共有化システムでは異なるデータベースシ

ステムの共有を実現している．本稿執筆時点にお

いて，地域研の資源共有化システムは 37 データ

ベース（地域研および東南アジア研究所(21)，総

合地球環境学研究所(5)，国立民族学博物館(8)お
よび OPAC（地域研，京都大学東南アジア研究所，

北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター）を

共有化し，さらに国内外地域研究機関との共有化

の拡大を目指している． 

4.2 資源共有化システムの検索例 

資源共有化システムには一般公開されている

通常版[9]と，試行中（非公開）の多言語版の 2
種類がある．資源共有化システムに共有されてい

る各データベースは，英語・タイ語・ロシア語・

マレー語などの言語

で記述されている．そ

のためシステム的に

は共有されていても，

実際に特定の言語で

検索できるデータベ

ースは限定されてし

まう．この問題を解決

するために，入力され

た検索語彙を各デー

タベースの言語に変

換する機能を追加し

た多言語版の資源共

有化システムを開発

した．多言語間の語彙

変換には言語グリッ

ド[10]が提供している

 

図 6 資源共有化システムの構造 
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Web サービスを利用している．多言語版資源共

有化システムの簡易検索画面を図 7 に示す． 
ここで言語グリッドをセットし，キーワードを

「運河」として検索すると，データベースごとの

検索結果が表示される（図 8：ここでは地域研デ

ータベースの部分のみを示す）．日本語キーワー

ドによる検索であっても，英語で記述されている

データベースからも検索結果が得られている．例

えば英語で記述されている「英国議会資料地図デ

ータベース」を選択すると，検索結果一覧が表示

される（図 9）．これより，「運河」を「canal」
に翻訳してから検索していることが分かる．さら

に最初のレコードを選択すると，検索結果の詳細

検索画面を経て，地図画像を表示することができ

る（図 10）． 

５．より高度な情報システムを目指して 

My データベース，API および資源共有化システ

ムにより，研究者 DB の構築，データベースの利

活用およびデータベースの共有化という当初の

目的は達成しつつある．しかし資源共有化システ

ムには以下の問題点が指摘されている． 
① 共有化情報がサーバ側で管理されているた

め，利用者によるマッピング規則の書換えや

共有化するデータベースの追加ができない． 

② 全てをサーバが実行しているため，サーバの

構築・管理・運用コストが高い  
さらに My データベースにも以下のような問題

が指摘されている． 
① 柔軟なデータベース共有が困難である：My

データベースではデータベースを結合する

join 操作ができないので，同様の操作を API
により手続き的に記述する必要がある． 

② 人文科学分野では一般的なデータ記述や操

作を素直に記述できない：My データベース

では，家系図・人間関係・シソーラスなど，

人文科学分野では一般的なネットワーク型

のデータを記述できない．また系譜を辿った

り（祖先や子孫を辿る）関係者を探し出した

りする（仲間の仲間の・・・・）操作を API で
手続き的に記述ことも容易ではない．XML
を利用すれば，My データベースでもネット

ワーク構造を記述できる．しかしネットワー

クの接続などは困難である．  
そこで，ネットワーク型データに対応した新し

いデータベースシステムの研究を開始した．ネッ

トワーク型のデータモデルは数多く提案されて

いるが，ここでは RDF（Resource Description 
Framework）[11,12]を採用した．W3C の標準で

あること，Web 上にある情報資源の記述に適し

ていること，ツールやアプリケーションが豊富で

あり応用実績が多いことを評価した結果である． 
この研究では，人間文化研究機構[13]で開発し

ている地名辞書データベースを Web 環境に適し

たより使い勝手の良い情報資源とすることを目

指して，データモデルの設計，語彙の定義，RDF 
Triple Store（データベース）および SPARQL 
Endpoint（検索用アクセスポイント）[14]の構築

を進めている．この地名辞書には，地名を行政地

名・建物などの属性で分類している、地名を町

村・郡市・県（歴史地名の場合は，郷・郡・国な

ど）に従って階層的に関連づけている，出典情報

 

図 8 資源共有化システムの検索結果画面例 

 

図 9 資源共有化システムの検索結果画面例 

 

図 10 資源共有化システムの画像表示画面例 

しても完結していないことが多い（表 1）．コレ

クションとして完結させるためには，複数のデー

タベースを連携する必要がある．また研究の過程

において複数のデータベースを利用する場合も

多いので，データベース連携ができれば便利であ

る．インターネット上のデータベースを連携させ

る機能を，本稿では共有化と呼ぶ． 
共有化を実現するためには，各データベースの

メタデータが単一であることが望ましい．例えば

OPAC（Online Public Access Catalog）では，

この方法を採用している．しかし，メタデータの

強制は研究の独自性や発展を阻害する要因とな

る．そもそも，多様な研究領域を包摂する人文科

学において単一のメタデータを定義すること自

体が不可能である．そのため My データベースで

は特定のメタデータを強制していない． 

4.1 資源共有化システムの構造 

 My データベースで構築されたメタデータの異

なるデータベースを共有するために，地域研では

資源共有化システム[8]を開発している．資源共

有化システムの構造を図 6 に示す． 
資源共有化システムでは，各メタデータから独

立した共有化メタデータを定義し，各データベー

スのメタデータと共有化メタデータのデータ項

目間には対応関係を設定する．これをマッピング

規則と呼んでいる．資源共有化システムから各デ

ータベースへの検索には，標準検索プロトコルで

ある Z39.50 または SRW を利用する．資源共有

化システムのサーバには，データベースごとのマ

ッピング規則，データベースの URI，検索プロト

コルなどの情報が登録されている．これを共有化

情報と呼んでいる． 
資源共有化システムに与えられた検索命令は，

各データベースのマッピング規則に基づいて変

換され，指定された検索プロトコルに従って，指

定された URI に送付される．この方法により，

資源共有化システムでは異なるデータベースシ

ステムの共有を実現している．本稿執筆時点にお

いて，地域研の資源共有化システムは 37 データ

ベース（地域研および東南アジア研究所(21)，総

合地球環境学研究所(5)，国立民族学博物館(8)お
よび OPAC（地域研，京都大学東南アジア研究所，

北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター）を

共有化し，さらに国内外地域研究機関との共有化

の拡大を目指している． 

4.2 資源共有化システムの検索例 

資源共有化システムには一般公開されている

通常版[9]と，試行中（非公開）の多言語版の 2
種類がある．資源共有化システムに共有されてい

る各データベースは，英語・タイ語・ロシア語・

マレー語などの言語

で記述されている．そ

のためシステム的に

は共有されていても，

実際に特定の言語で

検索できるデータベ

ースは限定されてし

まう．この問題を解決

するために，入力され

た検索語彙を各デー

タベースの言語に変

換する機能を追加し

た多言語版の資源共

有化システムを開発

した．多言語間の語彙

変換には言語グリッ

ド[10]が提供している

 

図 6 資源共有化システムの構造 

 

図 7 資源共有化システムの検索画面 
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（地図）への参照を持っているなどの特徴がある．

これらの特徴は構築した RDF Triple Store でも

踏襲している．RDF Triple で「阿位郷」を記述

した例を以下に示す．なお，語彙や URI は暫定

的なものである．  
@prefix rdf:     <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> . 
@prefix rdfs:    <http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#> . 
@prefix dc:      <http://purl.org/dc/elements/1.1/> . 
@prefix dcq:     <http://purl.org/dc/terms/> . 
・・・・・・・・・・. 
<http://gazetteer.chikyu.ac.jp/id/placename/10000001> 
      a       geo:SpatialThing ; 
      rdfs:label "阿位郷" ; 
      gzt:country "出雲" ; 
      gzt:county "仁多郡" ; 
      gzt:countyAltLabel "ニタ" ; 
      gzt:locality "仁多郡奥出雲町////" ; 
      gzt:localityOriginalNotation "仁多郡奥出雲町////" ; 
      gzt:projection 
              [ rdfs:label "1" ; 
                owl:sameAs <http://gazetteer.chikyu.ac.jp/pn/pntype/Point> 
              ] ; 
      dc:format 
              [ rdfs:label "1" ; 
                owl:sameAs <http://gazetteer.chikyu.ac.jp/pn/pntype/Point> 
              ] ; 
      dc:identifier "10000001" ; 
      dc:source "大日本地名辞書" ; 
      dc:subject 
              [ rdfs:label "郷・里" ; 
                dcq:subject <http://gazetteer.chikyu.ac.jp/id/placeattribute/6> 
              ] ; 
      geo:Point 
              [ gzt:lat "35.13" ; 
                gzt:long "132.94" ; 
                gzt:x   "3889169.23606705" ; 
                gzt:y   "312534.868129257" ; 
                gzt:zone "53 S" ; 
                geo:lat "35.1279467847798" ; 
                geo:long "132.942567549788" 
              ] ; 
      skosxl:altLabel "アイ" .  

RDF Triple Store の検索には SPARQL を利用

する．SPARQL クエリを受け付ける API の URI
を SPARQL Endpoint という．以下は，「相国寺

と同じ国に属する地名」を表示する SPQRCL ク

エリの例である．  
select distinct ?place ?name 

from <http://gazetteer.chikyu.ac.jp/rdf/placename> 
where { 
 {?s rdfs:label "相国寺"} 
 {?s gzt:country ?country} 
 {?place gzt:country ?country} 
 {?place rdfs:label ?name} 
}  
この結果は以下のようになる.  
http://gazetteer.chikyu.ac.jp/id/placename/10023952  朱雀野  
http://gazetteer.chikyu.ac.jp/id/placename/10042178  真葛原  
http://gazetteer.chikyu.ac.jp/id/placename/10003404  池坊  
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
RDF Triple Store および SPARQL Endpoint の

プロトタイプができあがり，その有効性の検証を

始めている． 

６．まとめ 

研究資料の保存・公開・共有・利活用を目指し

て，My データベース・API・資源共有化システ

ムの開発を進め，当初の目的は達成しつつある．

しかし研究者支援ツールとして，より柔軟なデー

タ記述・共有化・利活用を実現するために，RDF
に基づいた新しい情報基盤の開発に着手した．プ

ロトタイプができあがり，その有効性の検証を始

めている． 
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